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A neutron in-beam Mossbauer spectroscopic study on the 
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JRR3 ビームホールの中性子ビームを利用して、56Fe(n, γ) 57Fe 反応で生成した 57Fe のその

場メスバウアー分光を行った。今回は二硫化鉄の結晶多型のひとつであるマーカサイトを試

料として、初めてクライオスタットを用いて液体窒素温度での測定に成功した。 
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１．目的 

中性子捕獲反応による固体中の生成物は、中性子照射場下での材料損傷の初期過程として重 

要である。中性子捕獲反応によって生成する化学種は、一原子だけが高度に励起された状態 

から、熱平衡へと緩和していく。これらの過程をインビームメスバウアー分光法によって非 

破壊的に追跡することが本研究の目的である。今回は、反応初期過程を凍結して観察するた 

めに、クライオスタットを用いて液体窒素温度の測定を可能にすることを目的とした。 

 

２．方法 

ＪＲＲ３ビームホールの PGA 装置のセットアップを利用して、我々が独自に開発してきた中 

性子インビームメスバウアー分光装置を設置し、クライオスタット中にマーカサイトを試料 

としてセットし、液体窒素温度にて測定を行った。 

 

３．研究成果 

マーカサイトについて、液体窒素温度での中性子メスバウアースペクトルを 70 時間の測定 

で得ることができた。 

 

４．結論・考察 

詳細な解析を実行中であるが、予備的結果として、室温でのスペクトルと形状が異なってお 

り、低温でのみ安定な核反応直後の生成物をとらえることができたと考えている。前期に得 

た同じ二硫化炭素の結晶多型であるパイライトのスペクトルに比べて、ノイズが多かった。 

パイライトよりも試料作成が困難で、試料厚みが大きいことが原因と考えられる。 
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